
環
境
基
本
計
画
は
、
本
市
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
将
来
へ

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
平
成
十
二
年

に
策
定
。
そ
の
後
、
市
町
村
合
併

や
京
都
議
定
書
の
発
効
な
ど
社
会

情
勢
の
変
化
が
あ
っ
た
た
め
、
今

年
三
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
本
市
が
市
民
や

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
行

う
取
り
組
み
に
つ
い
て
ま
と
め
た

も
の
。
期
間
は
平
成
十
八
年
度
か

ら
二
十
七
年
度
ま
で
で
す
。
詳
し

い
内
容
は
、
市
役
所
情
報
提
供
コ

ー
ナ
ー
、
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
各

支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
読
み
や
す
く
ま
と
め
た
概
要

版
を
環
境
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
は
地
球
温
暖
化
の
原
因
に

な
る
ほ
か
、
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
な
ど
は
大
気
汚
染

の
主
な
原
因
に
な
り
ま
す
。
一
人

一
人
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
日
常
的

に
実
践
す
る
こ
と
で
、
燃
費
が
向

上
し
、
排
出
ガ
ス
や
コ
ス
ト
の
削

減
、
ひ
い
て
は
交
通
安
全
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
次
の

点
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
「
ふ
ん
わ
り
発
進
」
を

最
初
の
五
秒
は
時
速
二
十
誅
誡

く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
ア
ク
セ
ル
を

踏
み
込
み
ま
し
ょ
う
。
急
発
進
は
、

燃
料
消
費
量
が
三
四
％
も
増
加
し

ま
す
が
、「
ふ
ん
わ
り
発
進
」
だ
と

一
〇
％
節
約
で
き
ま
す
。

□
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
の
活
用

加
速
の
必
要
が
な
い
と
き
は
、

ア
ク
セ
ル
か
ら
足
を
離
し
て
惰
性

走
行
を
し
ま
し
ょ
う
。
エ
ン
ジ
ン

回
転
が
千
五
百
回
転
以
上
で
足
を

離
す
と
燃
費
が
向
上
し
ま
す
。
ま

た
、
信
号
の
変
化
を
予
測
し
な
が

ら
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
有
効
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
は
生
活
の
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
騒
音
を
出
し
て
い
ま

す
。
早
朝
や
深
夜
の
洗
濯
機
、
掃

除
機
、
ピ
ア
ノ
の
音
な
ど
は
、
自

分
で
は
気
付
か
ず
に
近
隣
の
迷
惑

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
。
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
心
掛
け
が
快
適
な
生

活
環
境
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。
騒

音
の
カ
ッ
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

本
市
は
昨
年
「
Ｃ
Ｏ
２

ダ
イ
エ

ッ
ト
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な

る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
そ
う
と
い

う
活
動
で
す
。
五
万
人
余
り
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
Ｃ
Ｏ
２

ダ
イ
エ
ッ
ト
宣
言
事
務
局
か
ら
苗

木
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

運
動
を
実
施
す
る
予
定
。
詳
し
く

は
本
紙
七
月
十
五
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

前
橋
工
科
大
で
は
、
昼
間
主
コ

ー
ス
の
三
年
次
編
入
学
生
と
博
士

前
期
課
程
の
大
学
院
生
を
募
集
。

な
お
、
今
回
の
博
士
前
期
課
程
試

験
は
Ａ
日
程
で
、
Ｂ
日
程
は
社
会

人
・
外
国
人
留
学
生
特
別
選
抜
と

合
わ
せ
て
、
十
月
中
旬
に
行
い
ま

す
。

□
３
年
次
編
入
生

試
験
日
＝
７
月
11
日
貂

会
場
＝

前
橋
工
科
大
　
募
集
学
科
・
人
数

＝
建
設
工
学
科
、
建
築
学
科
、
情

報
工
学
科
、
各
五
人
　
選
抜
方
法

＝
書
類
審
査
、
面
接
　
出
願
期
間

＝
６
月
28
日
貉
〜
７
月
４
日
貂

募
集
要
項
の
請
求
＝
同
大
へ
郵
送

ま
た
は
直
接

□
大
学
院
生

試
験
日
＝
７
月
11
日
貂

会
場
＝

前
橋
工
科
大
　
専
攻
・
分
野
・
募

集
人
数
・
試
験
科
目
＝
上
表
の
と

お
り
　
出
願
期
間
＝
６
月
28
日
貉

〜
７
月
４
日
貂

募
集
要
項
の
請

求
＝
同
大
へ
郵
送
ま
た
は
直
接

以
上
二
つ
の
募
集
要
項
請
求
先

は
、
封
筒
の
表
に
「
三
年
次
編
入

学
募
集
要
項
請
求
」「
大
学
院
募
集

要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
二
百

四
十
円
切
手
を
張
っ
た
あ
て
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
（
角
形
二
号
）

を
同
封
し
て
、
〒
３
７
１
―
０
８

１
６
前
橋
市
上
佐
鳥
町
四
六
〇
―

一
・
前
橋
工
科
大
（
蕁
２
６
５
―

０
１
１
１
）
へ

９ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

本
市
は
平
成
十
六
年
七
月
二
十

九
日
に
右
記
の
と
お
り
、「
環
境
都

市
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
民
一
人
一
人
が
環
境
問
題
を
理

解
し
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
。
本
市
で

も
皆
さ
ん
と
と
も
に
次
の
五
つ
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

漓
環
境
汚
染
の
未
然
防
止
滷
自

然
環
境
の
保
全
澆
環
境
資
源
の
有

効
活
用
と
快
適
環
境
の
創
出
潺
環

境
負
荷
の
低
減
と
循
環
型
都
市
の

形
成
潸
環
境
保
全
お
よ
び
創
造
活

動
へ
の
参
画
。

具
体
的
に
は
、「
ゴ
ミ
の
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
」「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
」「
地
球
温

暖
化
防
止
」「
環
境
に
や
さ
し
い
物

品
を
優
先
的
に
活
用
す
る
グ
リ
ー

ン
購
入
」「
身
近
な
自
然
の
保
全
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

広報まえばし　平成１８年６月１日号　８
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概要版は環境課で配布

六
月
は
環
境
月
間
、
六
月
五
日
豺
は
環
境
の
日
で
す
。
本
市
で
も
、
環
境
基
本
計

画
の
策
定
や
Ｃ
Ｏ
２

ダ
イ
エ
ッ
ト
宣
言
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
美
し
い
自
然
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
一
人
一
人
が
地
球
に
優
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
。
こ
の
機
会
に
、
身
の
回
り
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
環
境
課
蕁
８
９
０
―
６
２
９
２
へ
。

環
境
月
間

地球に優しい
市・市民・事業者一体で 協力し具体的な取り組みを

生活していますか

前
橋
市
環
境
都
市
宣
言
（
正
式
な
物
と
は
改
行
位
置
が
異
な
り
ま
す
）

私
た
ち
の
ま
ち
前
橋
は
、
雄
大
な
赤
城
山
を
背
景
に
利
根
川
、
広
瀬
川
な
ど

の
美
し
い
流
れ
と
緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
環
境
を
楽
し
み
、
守
り
、
育
て
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で
あ
り
、
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
恵
み
豊
か
な
環
境
を
守
り
、
よ
り
良
い
環
境
を
築
き
、
人
と
自

然
が
共
生
す
る
環
境
・
文
化
都
市
を
創
造
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
宣
言
し

ま
す
。

一
　
環
境
を
汚
す
こ
と
の
な
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

一
　
動
物
や
植
物
と
身
近
に
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
、地
域
の
自
然
を
守
り
ま
す
。

一
　
美
し
い
川
の
流
れ
や
木
々
の
緑
な
ど
を
い
か
し
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

一
　
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
を
、
私
た
ち
の
家
庭
・
地
域
か
ら
始
め

ま
す
。

一
　
み
ん
な
で
良
い
環
境
を
守
り
、
つ
く
る
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
七
月
二
十
九
日

都
市
宣
言
し
て

積
極
的
な
活
動

環
境
基
本
計
画
を

改
訂
し
ま
し
た

一
人
一
人
注
意
し

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

身
近
な
騒
音

近
隣
に
配
慮
を

進
め
ま
し
ょ
う

Ｃ
Ｏ
２

の
削
減

３
年
次
編
入
生
と
大
学
院
生

前
橋
工
科
大
で
募
集
し
ま
す

大学院工学研究科（博士前期課程）Ａ日程学生募集

建設工学

建築学

システム
情報工学

地盤防災、地域計画、
地域環境整備

各
専
攻
８
人

書
類
審
査
、
面
接

建築計画・意匠、建
築構造・材料

電子情報システム、
知識情報システム、
通信・制御システム

専攻 分野 募集
人数

試験
科目


